　　　　１年英語３学期末テストに向けて　　　　2023.1.30
１、範囲：Program 7〜Program 9まで（教科書p.79〜105、エイゴラボp.110〜161、
　　　　　授業で配布したプリント）
２、下の単語は読めて、意味が分かり、書けるようになること
	p
	単語
	p
	単語
	p
	単語
	p
	単語

	81
	over
	82
	also
	94
	language
	105
	had

	
	near
	83
	sound
	95
	event
	
	yesterday

	
	those
	
	party
	97
	help
	
	win

	
	museum
	84
	plane
	
	need
	
	won

	
	something
	86
	life
	
	air
	
	another

	
	come
	
	country
	
	feel
	
	took

	
	little
	90
	learn
	99
	mom
	
	did

	
	far
	
	thing
	
	traditional
	
	stadium

	
	train
	
	teacj
	
	wait
	
	ago

	
	car
	
	speech
	105
	stay
	
	

	82
	example
	94
	mean
	
	last
	
	


３、次の連語・短い英文の意味が分かり、書けるようになること
	p
	連語
	日本語
	p
	連語
	日本語

	81
	over there
	向こうに
	97
	Can you 〜?
	〜してくれませんか？

	
	a little
	少し
	
	in the air
	空中に

	82
	for example
	例えば
	97
	of course
	もちろん

	
	Here it is.
	ここにあります。
	
	Why don’t we 〜?
	〜しませんか？

	83
	Sounds fun.
	楽しそうですね。
	98
	All right.
	わかりました。

	
	show 〜 around
	案内して回る
	
	turn off 〜
	スイッチを切る

	86
	would like to 〜
	〜したいと思う
	100
	go fishing
	釣りに行く

	
	a kind of 〜
	一種の
	105
	last night
	昨夜

	90
	a lot of 〜
	たくさんの
	
	
	




（裏に続く）


４、次の内容について、ノート・エイゴラボなどで復習し、理解してテストに臨むこと。
・「〜がある」を表すThere is/are 〜.の文（教p.80）
・「どうやって？」と手段をたずねるHow、「〜で」の意味のbyの使い方（教p.80）
・疑問詞（教p.88、ノートの「5W1H」）
・「〜しているところです」の現在進行形（疑問文・否定文も、教p.96）
・「〜しました」という意味の動詞の過去形（不規則動詞・疑問文・否定文も、教p.104）
・話の組み立て方（教p.86、プリント”City Life or Country Life?”）
[bookmark: _GoBack]・教科書本文については、授業で使用したプリント４枚（p.82, 83, 98, 99）を見直す。

５、注意点
・問題用紙の英語は、今回からブロック体（a, g, tなど）でなく活字体（a, g, tなど）を使って作成します。みなさんが英語を書くときは、ブロック体を使うこと。

６、エイゴラボ（２月15日朝までに、教科リーダーが回収して職員室前に提出！）
・左ページの「今日の表現」「基本文」「使い方」をよく読んで、理解しておくこと。
・テスト勉強として「自力で」やって丸付けをし、テストで同じまちがいをしないようにすること。

					Try your best!（最善を尽くせ！）　　by Akii
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